


















乳幼児突然死症候群(SIDS)が睡眠時の呼吸異常、血液ガスの変化と関連することが近年の

問題としてとり上げられている。しかし睡眠の呼吸に与える生理的影響は必ずしも解明さ

れているとはいえない。そこで睡眠時の代謝、肺胞レベルでの換気、ガス交換の変動を知

ることが、SIDS の病態解明に役立つと考え、我々は4名の健常人男子について、質量分析

器(mass spectrometer)を用いて睡眠中の呼気ガス分析を施行し、分時換気量(VE)、酸素摂

取量(V02)、炭酸ガス排出量(VC02)、ガス交換率(R)を測定した。 


